
〔史
料
紹
介
〕

一
　

は

し

が

き

近
世
期
に
西
日
本
地
域
の
特
産
物
と
な
っ
た
木
蟷
業
は
、
藩
財
政

改
革
の
重
要
産
物
と
し
て
、
あ
る
い
は
、
生
産
者
た
る
農
民
、
製
蟷

業
者
、
間
屋
、
仲
介
業
者
ら
の
品
質

・
技
術
改
良
、
販
売
活
動
な
ど

に
よ
っ
て
部
分
的
な
が
ら
も
飛
躍
的
発
展
を
お
さ
め
た
。

江
戸
中
期
以
降
、
木
蟻
業
の
特
徴
と
い
え
ば
、
当
初
か
ら
生
産
者

と
製
蟷
業
者
と
の
間
に
は
っ
き
り
と
し
た
分
業
が
見
ら
れ
た
こ
と

と
、
櫨
栽
培
が
農
家
の
副
業
と
し
て
定
着
し
、
製
蟷
業
者
は
前
近
代

的
手
工
業
と
し
て
の
成
長
が
現
れ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

明
治
維
新
を
迎
え
近
代
化
を
進
め
る
日
本
に
お
い
て
、
明
治
期
の

後

藤

正

明

木
蟷
業
は
、
石
油
、
外
国
蟷
な
ど
の
進
出
に
よ
っ
て
光

エ
ネ
ル
ギ
ー

改
革
の
大
打
撃
を
受
け
つ
つ
も
、
近
代
産
業

へ
の
転
化
に
む
け
た
在

来
産
業
の
存
亡
を
か
け
て
幾
つ
か
の
改
良
策
を
試
み
て
い
る
。

そ
の
一
つ
の
事
例
に
、
木
蟷
生
産
高
全
国
第

一
位
の
福
岡
県
の
事

例
が
取
り
上
げ
ら
れ
よ
う
。
明
治

一
三
年

（
一
八
八
〇
）
九
月
、
福

岡
県

「秋
季
勧
業
大
集
会
決
議
録
」
の
勧
業
課
報
告
略
に
は
、
県
の

勧
業
事
業
の
取
り
組
み
方
が
窺
え
る
。
そ
の
中
に

「大
坂
晒
蟷
ノ
景

況
取
調
報
告
ノ
件
」
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
報
告
に
は
、
福
岡
県
は
、
県
下
の
生
懸
を
大
阪
府
庁
と
の
協

力
で
将
来
海
外

〈、輸
出
可
能
な
商
品
に
し
よ
う
と
し
て
、
大
阪
蟷
問

屋
の
筑
紫
二
次
郎
と
金
沢
泰
次
郎
の
両
人
宅

へ
、
県
下
生
徒
三
名
ず

日
本
木
蟷
統
制
組
合
編

「櫨
卜
木
蟷
盆

）」
（昭
和
三
〇
年
三
月
）
の
概
略
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つ
の
計
六
名
を
六
ヶ
月
間
修
業
さ
せ
よ
う
と
計
画
し
た
。
こ
の
目
的

は
、
櫨
蟷
改
良
を
検
討
し
な
が
ら
、
蟻
装
飾
の
技
術
を
生
徒
ら
に
習

得
さ
せ
、
蟻
を
輸
出
品
に
し
よ
う
と
し
た
計
画
で
あ
っ
た
。
こ
の
計

画
は
、
当
時
の
福
岡
県
は
製
蟷
製
品

（多
く
は
灰
汁
晒
）
が
粗
雑
な

た
め
改
良
が
是
非
と
も
必
要
で
あ
る
と
自
覚
し
て
い
た
か
ら
出
て
き

た
も
の
で
あ

っ
た
。
県
で
は
、
福
岡
市
お
よ
び
県
下
郡
居
住
の
業
者

ら
で
組
織
す
る
同
業
組
合
に
お
い
て
、
明
治

一
四
年
か
ら
精
晒
蟻
改

良
を
計
画
し
た
が
、
途
中
県
財
政
の
い
き
づ
ま
り
か
ら
頓
挫
状
態
と

な
り
、
そ
の
後
新
た
な
櫨
樹
改
良
策

（樹
木
の
栽
種
、
櫨
穂
接
木
）

が
郡
役
所
に
て
展
開
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
製
蝿
業
者
の
組

織
化
が
実
現
し
た
も
の
の
、
今
ま
で
の
弊
害

（粗
雑
品
の
生
産
な
ど
）

を
洗
い
流
す
こ
と
は
難
し
く
ほ
と
ん
ど
成
功
せ
ず
に
成
果
は
上
が
ら

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

先
の
装
飾
蠣
を
海
外

へ
の
輸
出
品
に
し
よ
う
し
た
製
品
改
良
運
動

は
、
福
岡
県
の
事
例
で
あ

っ
て
ど
の
よ
う
な
方
法
で
輸
出
開
拓
先
を

（６
）

切
り
開
い
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
そ
の
後
全
国
的
に
自
蟷

（材

料
と
し
て
）
の
海
外
輸
出
が
可
能
と
な

っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
何

ら
か
の
影
響
が
あ

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
よ
う
。

明
治
後
期
、
重
要
な
法
律

（明
治
三
〇
年
重
要
輸
出
品
同
業
組
合

法
、
同
三
二
年
重
要
物
産
同
業
組
合
法
）
が
制
定
さ
れ
る
中
、
各
地
に

同
業
組
合

（そ
の
後
、
大
正

一
四
年
重
要
輸
出
品
工
業
組
合
法
の
公
布
、

（７
）

昭
和
六
年
工
業
組
合
法
に
改
正
）
が
設
立
し
、
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
。

全
国
的
に
は
櫨
収
穫
高
の
ピ
ー
ク
が
明
治
後
期
か
ら
大
正
初
期
に

わ
た

っ
て
お
り
、
当
然
、
生
産
者
、
木
蟷
業
者
の
衰
退
が
顕
著
に
表

れ
た
時
期
に
あ
た
る
。
そ
の
こ
と
は
、
石
油
、
電
灯
の
発
達
、
外
国

蟷
の
輸
入
関
税
問
題
や
木
蟷
の
価
格
不
安
定
に
よ
る
収
入
減
、
櫨
樹

の
病
害
、
業
者
廃
業
に
よ
る
櫨
樹
伐
採
な
ど
が
大
き
く
木
蟻
業
界
に

追
い
打
ち
を
か
け
た
の
も
こ
の
時
期
の
特
徴
と
言
え
よ
う
。

戦
時
中

（第
二
次
世
界
大
戦
）
に
お
け
る
在
来
産
業
に
関
す
る
研

究
は
、
諸
々
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
中
村
隆
英
氏
に
よ
れ
ば
、
「戦

時
中
の
企
業
整
備
に
よ
っ
て
、
在
来
産
業
は
い
っ
た
ん
縮
小
し
た
」

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
実
態
と
な
る
と
個
々
の
業
種
の

調
査
に
お
い
て
ま
だ
ま
だ
徹
底
さ
れ
て
い
な
い
。

本
稿
は
、
日
中
戦
争
を
境
に
、
我
が
国
の
経
済
統
制
色
が
強
ま
る

中
、
在
来
産
業
と
し
て
の
木
蟷
業
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
期
を
迎

え
、
ど
の
よ
う
な
統
制
下
に
置
か
れ
た
の
か
を
、　
一
史
料
で
あ
る

「櫨
卜
木
蟷
」
（昭
和
三
〇
年
二
月
刊
、
日
本
木
蟷
統
制
組
合
編
）
を
紹

介
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
状
況
を
見
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

今
回
の
史
料
紹
介
は
、
史
料
の
概
略
に
重
点
を
置
い
た
も
の
で
あ

Ｚ
つ

。



二
酬
に褪
蛎
口雖
纂
郎
情

こ
の
史
料

（報
告
書
）
の
性
格
か
ら
触
れ
て
い
こ
う
。
こ
の
史
料

を
保
管
し
た
の
は
、
昭
和

一
四
年
日
本
木
蟷
工
業
組
合
連
合
会

「以

下
、
日
本
木
蟷
工
連
と
略
す
る
」
（昭
和

一
九
年
五
月
日
本
木
蟷
工
連

は
解
散
、
と
同
時
に
日
本
木
蟷
統
制
組
合
創
工こ

の
理
事
を
務
め
た
上

野
嘉
弥
太
で
あ
る
。

上
野
家
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
し
よ
デ
。
同
家
は
、
近
世
後
期
か

ら
代
々
蟻
屋
を
営
ん
で
き
た
筑
前
国
甘
木
の
商
家
で
、　
一
族
も
蟻

屋
、
酒
屋
、
質
屋
な
ど
を
兼
ね
、
嘘
屋
で
は
地
域

（旧
福
岡
県
朝
倉

郡
、
現
朝
倉
市

・
筑
前
町
）
の
中
心
的
存
在
で
あ

っ
た
。
明
治
四
四

年

（
一
九
一
こ

の
筑
前
木
蟷
同
業
組
合
で
は
、
第

一
支
部
か
ら
第

八
支
部
の
所
轄
区
域
を
定
め
て
い
る
が
、
上
野
好
三
郎

（嘉
弥
太
の

父
）
は
第
八
支
部
長

（会
員
三
六
名
）
と
し
て
活
動
し
て
い
る
こ
と

が
窺
え
る
。

さ
て
、
史
料
１
の
表
紙
と
裏
表
紙
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
作
成
者

は
日
本
木
蟷
統
制
組
合
で
あ
り
、
こ
の
史
料
の
所
蔵
が
上
野
家
と
い

う
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
分

（ク
モ
カ
。
意
味
は
、
山
か
ら
突
き
出

し
た
雲
を
表
わ
す
と
い
ン，
。）
は
、
当
家
の
商
標
で
あ
る
。

報
告
書
の
形
態
は
、
書
冊
で
ガ
リ
版
刷
り
、
綴
じ
方
は
、
三
度
の

修
正
形
跡
が
あ
る

一
ツ
綴
の
結
び
で
、
綴
じ
紐
は
紙
経
を
使
用
し
て

い
る
。
報
告
書
の
総
頁
数
は
、
表
紙
を
入
れ
て
六
六
頁
で
あ
る
。

こ
の
報
告
書
の
初
め
に
は
目
次
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
が
、
次
頁
に

は
上
野
嘉
弥
太
に
よ
っ
て
、
同
家
の
木
蟷
輸
出
高
が
書
き
込
ま
れ
て

い
る
。
先
ず
は
目
次
を
み
よ
う
。

一
、
櫨
実
及
木
蟷
ノ
起
源
卜
沿
革

二
、
櫨
実
ノ
生
産

三
、
櫨
実
ノ
流
通
過
程
卜
統
制

四
、
櫨
実
ノ
組
織
卜
木
蟷
ノ
性
状
成
分

五
、
木
蟷
ノ
製
法

六
、
木
蟷
製
造
工
場
卜
其
ノ
資
材

七
、
木
嘘
流
通
過
程
卜
統
制

八
、
木
蟷
ノ
用
途

九
、
櫨
実
及
木
蟷
ノ
生
産
卜
公
定
価
格

一
〇
、
付
録

こ
の
報
告
書
の
筆
者

つ
い
て
は
、
日
次

「
一
」
が
始
ま
る
前
に
タ

イ
ト
ル

「櫨
卜
木
蟷
」
と
題
し
、
そ
の
下
に
日
本
木
蟷
統
制
組
合
技

術
部
長
、
業
務
部
長
の
肩
書
と
、
そ
の
後
に
吉
原
郁
次
郎
の
氏
名
を

記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
筆
者

（史
料
中
に
筆
者
の
文
言
が
記
載
、
昭
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〔史
料
―
〕（表

　
紙
）

昭

和

二

十

年

二

月

櫨

木

蟷

一　

号

日
本
木
蟷
統
制
組
合

（原
寸
　
縦
二
四
・
五
セ
ン
チ
、
横

一
八
・
七
セ
ン
チ
）

和

一
九
年
五
月
、
日
本
木
蟻
統
制
組
合
常
務
理
事
に
就
任
）
と
い
う
こ

と
が
窺
え
よ
う
。

こ
れ
ら
目
次
の
中
か
ら
い
く
つ
か
重
要
と
思
わ
れ
る
項
目
に
つ
い

て
触
れ
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

コ
一、
櫨
ノ
生
産
」
で
は
、
「
（前
略
）
櫨

ハ
気
候
温
暖
ノ
地

二
適

企
異
　
表
　
紙
）

（原
寸
、
表
紙
と
同
じ
）

ス
ル
コ
ト
ハ
前
述
ノ
如
ク
ニ
シ
テ
近
畿
地
方
以
西
二
能
ク
繁
殖
セ
ル

モ
現
今

ハ
福
岡
、
佐
賀
、
長
崎
、
熊
本
、
鹿
児
島
、
宮
崎
、
大
分
、

愛
媛
、
山
口
、
島
根
、
鳥
取
、
福
井
、
京
都
、
和
歌
山
ノ
諸
府
県
ニ

多
ク
産
シ
他

ハ
殆
ン
ド
エ
業
化
ス
ル
程
ノ
収
穫
ナ
シ
殊

二
以
上
生
産

県
ト
イ
エ
ド
モ
櫨
ノ
品
種

ハ
多
種
多
様
ナ
リ
、
元
来
植
物

ハ
同

一
種

一
、
本
許
可
ノ
有
効
期
限

自
　
昭
和
二
十
年
二
月
二
十
七
日

至
　
昭
和
二
十

一
年
二
月
　
末
　
日

一
、
右
許
可
条
件
こ
遅
反
シ
其
の
他
不
都
合
ノ
所
為
ア
リ
タ
ル
ト
キ

ハ
本
許
可
ヲ
取
消
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ベ
シ

一
〇
、
　

付
録

定
款
　
一
一、
統
制
規
定
　
一二
、
統
制
業
務
取
締
規
定

検
査
規
定

分

上

野

氏

所

蔵

四  一
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類
ノ
モ
ノ
ヲ
播
種
ス
ル
モ
気
候
土
質
等
ノ
関
係

ニ
テ
所
二
依
り
変
種

ス
ル
傾
向
ア
リ
、
（中
略
ご

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
栽
培
に
よ
り
改
良
さ
れ
た
も
の
の
中
で
大

ま
か
で
あ
る
が
、
八
種
類
に
分
類
で
き
る
と
し
て
い
る
。

そ
の
品
種
と
は
、
以
下
の
通
り
。
ヨ

、
昭
和
福
、
茎
房
短
ク
果

実

ハ
中
粒

ニ
シ
テ
核
少
ナ
リ
皮
肉
豊
富
ナ
ル
故

二
含
蟷
分
多
量
ナ
ル

コ
ト
櫨
実
中
ノ
第

一
位

ニ
ア
リ

（長
崎
県
島
原
産
）
（略
）。
二
、
葡

萄
櫨
、
茎
房
長
ク
果
実
大

ニ
シ
テ
蟷
分
多
量
ナ
リ
製
品
最
モ
硬
質
ナ

ル
モ
粘
靱
性

二
乏
シ
、
和
歌
山
県
ノ
原
産

（略
）。
三
、
伊
吉
櫨
、

果
実

二
大
小
ノ
ニ
種
ア
リ
大
粒
ヲ
優
良
ト
ス
枝
条
繁
茂
ス
ル
ヲ
以
テ

収
穫
多
シ
製
品
ハ
葡
萄
櫨

二
次
ギ
硬
質

ニ
シ
テ
色
澤
良
ク
粘
靭
性

ハ

櫨
実
中
ノ
第

一
位
ナ
リ

（福
岡
県
三
井
郡
原
産
）
（略
）。
四
、
松
山

櫨
、
大
松
山
、
中
松
山
ノ
ニ
種
ア
リ
大
松
山
櫨
ヲ
良
ト
ス
、
皮
肉
多

ク
蟷
分
多
シ
核
油
多
量
ナ
ル
タ
メ
製
品

ハ
稽
々
軟
質
ナ
リ
全
国
各
地

二
分
布
セ
ル

（福
岡
県
浮
羽
郡
亀
王
村
原
産
）
（略
）。
五
、
王
櫨
、
形

状

ハ
松
山
櫨

二
酷
似
ス
ル
モ
茎
房
長
ク
果
実

ハ
中
粒
ニ
テ
蟷
分
多
ク

製
品
モ
亦
良
シ

（愛
媛
県
ノ
原
産
）
（略
）。
六
、
利
太
治
櫨
、
多
産

ニ
シ
テ
蟷
分
多
シ
愛
媛
県

二
多

シ

（原
木
は
愛
媛
県
西
宇
和
郡
）

（略
）。
七
、
辰
江
櫨
、
果
実
ノ
形
状

ハ
伊
吉
櫨

二
酷
似
シ
茎
房

ハ
赤

味
ヲ
帯
ビ
長
イ

（佐
賀
県
藤
津
郡
に
多
い
）
（略
）。
八
、
長
房
櫨
、
在

来
種
ト
モ
云
フ
房
長
ク
果
実
ノ
先
端

（略
）
蟷
分
ナ
シ

（全
国
に
分

布
ご

が
分
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
他
品
種
と
し
て
、
平
右
衛
門
櫨
、

桜
島
櫨
を
含
め
た

一
五
種
類
が
確
認
さ
れ
て
い
る
と
し
て
、
詳
細
は

省
略
す
る
と
記
し
て
い
る
。
な
お
、
栽
培
に
つ
い
て
は
、
播
種
法
と

接
木
法
の
二
方
法
が
あ
る
が
、
木
植
、
施
肥
、
な
ら
び
に
土
壊
と
の

関
係
は
本
文
で
は
こ
れ
を
省
略
し
て
い
る
。

末
文
に
は
、
近
年
、
急
変
す
る
経
済
状
況
を
報
告
。
続
い
て
、
生

産
集
荷
費
は
現
公
定
価
格
で
も
補
う
こ
と
が
で
き
な
い
し
、
生
産

者
、
集
荷
人
ら
の
熱
意
が
欠
け
出
し
て
い
る
と
。
さ
ら
に
、
労
務
不

足
や
採
集
に
は
危
険
が
伴
う
た
め
に
、
未
採
集
地
区
が
増
加
し
生
産

は
年
々
減
少
し
て
い
る
と
い
う
。

さ
ら
に
こ
こ
で
、
薪
炭
の
欠
乏
の
た
め
櫨
樹
伐
採
が
行
わ
れ
る
の

は
、
「前
途
寒
心
二
堪

ヘ
ザ
ル
状
況
ナ
リ
」
と
報
告
し
て
い
る
。

つ
ぎ
に
、
近
年
の
全
国
櫨
実
生
産
高
の
状
況
を
示
し
て
い
る
。

大
正

一
一
年
産
　
　
五
、
○
○
○
　
　
万
斤

昭
和
　
五
年
産
　
　
一二
、
○
○
○
　
　
万
斤

昭
和

一
五
年
産
　
　
一二
、
○
○
○
　
　
万
斤

昭
和

一
六
年
産
　
　
一
一、
五
〇
〇
　
　
万
斤

昭
和

一
七
年
産
　
　
一
一、
○
○
○
　
　
万
斤

昭
和

一
八
年
度
　
　
一
、
五
〇
〇
　
　
万
斤

（見
込
み
）



つ
ぎ
に
、
昭
和

一
六
年
櫨
実
集
荷
団
体
協
議
会
の
生
産
高
内
訳
が

示
さ
れ
て
い
る
。

福
岡
県
　
　
九
九
九
　
万
斤
　
　
一品
知
県
　
　
　
一二
　
万
斤

佐
賀
県
　
　
四
二
三
　
万
斤
　
　
和
歌
山
県
　
四
三
　
万
斤

長
崎
県
　
　
一二
五
二
　
万
斤
　
　
山
口
県
　
　
五
〇
　
万
斤

熊
本
県
　
　
一
一五

一
　

万
斤
　
　
島
根
県
　
　
一
一五
　
万
斤

鹿
児
島
県
　
一
〓
一〇
　
万
斤
　
　
鳥
取
県
　
　
　
九
　
万
斤

宮
崎
県
　
　
　
五
〇
　
万
斤
　
　
福
井
県
　
　
　
五
　
万
斤

大
分
県
　
　
一
一五
七
　
万
斤
　
　
一示
都
府
　
　
　
五
　
万
斤

愛
媛
県
　
　
四
四
八
　
万
斤

計
　
　
一二
、
〇
五
〇
　
万
斤

（日
本
木
蟷
工
業
組
合
連
合
会
調
査
）

こ
の
二
つ
の
統
計
か
ら
言
え
る
こ
と
は
、
全
国
櫨
実
生
産
高
と
櫨

実
集
荷
団
体
会
の
生
産
高
の
数
値
に
五
五
〇
万
斤
の
差
が
生
じ
て
い

る
の
で
あ
る
が
、
集
荷
団
体
会
の
数
値
は
希
望
的
概
算
額
で
あ
り
、

実
際
は
、
櫨
実
集
荷
が
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

昭
和

一
二
年

（
一
九
二
七
）
の
日
中
戦
争
開
始
後
、
同
年
九
月
、

輸
出
入
品
等
臨
時
措
置
法
の
制
定
、
な
ら
び
に
臨
時
資
金
調
整
法
に

よ
る
経
済
統
制
政
策
は
、
翌
年
の
国
家
総
動
員
法
制
定
に
よ

っ
て
よ

り
強
固
と
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
業
種
の
統
制
組
合
が
設
立
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
こ
で
日
本
木
蟷
工
連
設
立
に
至
る
過
程
と
そ
の
経
緯
を

目
次
の
中
か
ら
総
合
し
て
ま
と
め
て
見
よ
う
。

報
告
書
に
は
、
我
が
国
の
木
蟷
の
真
価
を
世
界
各
国
が
認
識
す
る

こ
と
と
な
り
、
そ
の
需
要
が
激
増
し
て
い
る
こ
と
。
商
工
省
及
び
農

林
省
に
お
い
て
は
、
木
蟷
業
の
発
達
な
ら
び
に
統
制
を
計
る
た
め
に

直
接
指
導
監
督
す
る
に
至

っ
た
と
あ
る
。
そ
の
過
程
を
、
略
記
に
し

て
い
る
の
で
紹
介
し
よ
う
。

な
お
、
文
中
の

（　
　
）
は
、
役
員
の
出
身
県
以
外
は
筆
者

（後

藤
）
が
補
足
し
た
も
の
で
あ
る
。

ヨ

、
昭
和

一
四
年

一
二
月
二
三
日
、
日
本
木
蟷
工
業
組
合
連
合
会

認
可
。
本
会

ハ
福
岡
、
佐
賀
ノ
両
県
及
伊
予
ノ
各
木
蟷
工
業
組
合

ニ

ヨ
リ
創
立
シ
、
其
ノ
当
時
ノ
役
員
左
ノ
如
シ
。

理
事
長

田
北
不
嵯
人
（福
岡
）

理

菊

池

礼

蔵
（伊
予
）

上
田
喜
二
郎
（
同

）

中

川

　

勝
（福
岡
）

田

島

勝

義
（
同

）

中

村

市

郎
（佐
賀
）

理

事

小

森

清

市

（
同

）

理

理

事

中

野

数

衛
（
同

）

理

理

事

服

部

萬

吉
（
同

）

理

理
　
事

上
野
嘉
弥
太
（
同

）

理

事 事 事 事 事



理
　
事

八

谷

弥

吉
（佐
賀
）

理
　
事

阿

部

　

昇
（伊
予
）

昭
和

一
五
年
二
月

一
四
日
　
本
蟷
ヲ
重
要
輸
出
品
ト
シ
テ
指

定
。

同
　
　
　
　
一二
月
二
七
日
　
日
本
木
崚
工
連
ヲ
重
要
輸
出
品
取

締
法

二
依
ル
検
査
機
関
ト
シ
テ
認
可
。

同
　
　
　
　
四
月
　

一
日
　
重
要
輸
出
品
取
締
法
二
依
ル
検
査

開
始
。
当
時
内
地
向
木
蟷

二
付
テ
ハ
予
備
検
査
卜
称
シ
同
時

ニ

検
査
開
始
。

同
　
　
　
　
八
月
　
　
　
　
厚
生
省
、
商
工
省
及
福
岡
県
当
局

ノ
斡
旋
ニ
ヨ
リ
全
国
医
薬
品
原
料
配
給
統
制
会
並
二
各
府
県
売

薬
工
業
組
合

ニ
タ
イ
シ
厚
生
省
指
定
局
方
規
格
木
蟷
三
二
〇
屯

ノ
値
入
契
約
ヲ
ナ
シ
厚
生
省
ノ
配
給
指
図

ニ
ヨ
リ
日
本
木
蟷
工

連

ハ
其
ノ
所
属
組
合

二
割
当
納
入
セ
リ
。

同
　
　
　
一
〇
月

一
五
日
　
福
岡
県
当
局
、
日
本
貿
易
振
興
株

式
会
社
、
商
工
省
指
定
輸
出
業
者
及
日
本
木
蟷
工
連
二
於
テ
木

蟷
輸
出
振
興
委
員
会
ヲ
設
立
シ
当
該
関
係

ヨ
リ
各
二
名
ノ
委
員

ヲ
任
命
シ
輸
出
木
蟷
割
当
比
率
ヲ
決
定
サ
レ
其
ノ
他
木
蟷
輸
出

振
興
ヲ
計
リ
タ
リ
。

（日
本
木
蟻
工
連
は
輸
出
の
統
制
上
当
局
並
び
に
日
本
貿
易
振
興
株

式
会
社
―
現
在
の
日
本
雑
貨
交
易
統
制
株
式
会
社
と
連
絡
を
計
る
と

し
た
。
本
省
の
指
定
す
る
六
社

〈
三
井
物
産
株
式
会
社
、
割
当
取
扱

数
量
比
率
三
〇
％
。
三
菱
商
事
株
式
会
社
、
同
比
率
二
〇
％
。
株
式

会
社
神
戸
長
瀬
商
会
、
笠
井
商
事
株
式
会
社
、
竹
田
合
名
会
社
、
大

倉
商
事
株
式
会
社
、
三
社
の
同
比
率
三
〇
％
。
〉
の
貿
易
業
者
は
日

貿
社
を
通
じ
輸
出
す
る
こ
と
と
あ
る
。）
昭
和

一
五
年
度

ハ
医
薬

用
木
蟷
ノ
外
ハ
販
売
統
制
ノ
施
行
サ
ル
ル
ニ
至
ラ
ズ
、
主
ト
シ

テ
検
査

二
依
ル
木
蟷
ノ
品
位
ノ
統
制
実
施
セ
ラ
レ
タ
ル
タ
メ
製

品

ハ

（略
）
向
上
進
歩
ヲ
遂
タ
リ
、
サ
ン
ド
木
蟻
販
売
価
格

ニ

付
テ
ハ
昭
和

一
五
年
五
月

一
〇
日
福
岡
県
告
示

（公
報
）
ノ
櫨

実
、
木
蟷
ノ
最
高
販
売
価
格
ノ
外
無
キ
タ
メ
独
り
福
岡
県
ノ
木

蟷
業
者
ノ
ミ
是
二
東
縛
セ
ラ
レ
他

ハ
其
ノ
九

。
一
八
価
格

二
依

り
販
売
ス
ル
状
況

ニ
テ
混
沌
タ
ル
状
態
ヲ
呈
セ
ル
モ
統
制

ハ
時

局
ノ
要
請
ス
ル
ト
コ
ロ
ニ
テ
他
県
業
者
モ
漸
ク
日
本
木
蟷
工
連

二
加
入
セ
ン
ト
ス
ル
機
運
ヲ
生
セ
シ
メ
タ
ル

（略
）。
」

続
い
て
末
文
に
は
、
昭
和

一
五
年
度
に
お
け
る
日
本
木
蟷
工
連
の

「功
績
卜
言
ヒ
得
ベ
シ
」
と
略
記
を
締
め
括

っ
て
い
る
。

つ
ぎ
に
、
昭
和

一
五
年
以
降
の
日
本
木
嘘
工
連
の
経
緯
に
つ
い

て
、
略
記
を
若
干
補
足
し
て
紹
介
し
よ
う
。

昭
和

一
六
年
二
月
二
三
日
　
　
日
本
木
蟷
工
連
臨
時
総
会
に
て
福
岡

県
山
門
郡
三
橋

（柳
川
市
三
橋
町
）
検
査
所
の
外
、
佐
賀
、
熊
本
、



愛
媛
、
和
歌
山
の
各
県
に
検
査
所
設
置
を
決
定
。

同
　
　
　
　
七
月
　
　
　
　
　
日
本
木
蟷
工
連
役
員
の
異
動
、
左
記

役
員
就
任
。

理
事
長

中

金

鍋

三
　

　

　

理
　
事

山

本

富

治
（長
崎
）

専
務
理
事

土

屋

終

造
　
　
　
理
　
事

前

田

栄

吉
麓
児
尋

理
　
事

田
北
不
嵯
人
（福
岡
）

監
　
事

中
　
川
　
勝
（福
岡
）

理
　
事

八

谷

弥

吉
（佐
賀
）

監
　
事

佐
藤
袈
裟
市
（佐
賀
）

理
　
事

角

田

義

雄
（紀
州
）

監
　
事

上
田
喜
二
郎
（伊
予
）

理
　
事

古

閑

直

喜
（熊
本
）

監
　
事

浜

田

義

一
（熊
本
）

昭
和

一
六
年

一
〇
月

一
日
　
農
林
省
告
示
の
櫨
実
及
木
蟷
の
公
定
価

格
に
よ
り
販
売
実
施
。
当
時
日
本
木
蟻
工
連
の
所
属
組
合
は
、
福
岡

県
、
伊
予
、
紀
州
、
熊
本
県
、
長
崎
県
、
鹿
児
島
県
の
七
木
蟻
工
業

組
合
、
所
属
組
合
員
数
は
三

一
六
名
で
あ
る
。

公
定
価
格
の
発
表
と
、
全
国
的
に
は
統

一
を
見
る
が
、
福
岡
県
の
価

格
は
、
各
県
の
九
円

一
八
銭
を
下
回
る
。
従

っ
て
、
工
業
部
門
は
そ

の
原
料
関
係
に
及
ん
で
採
算
不
能
に
落
ち
入
る
。
こ
の
間
、　
一
部
櫨

実
集
荷
団
体
の
策

（は
か
り
ご
と
）
が
起

っ
た
り
、
組
合
員
の
価
格

違
反
な
ど
の
事
件
も
相
次
ぎ
木
蟷
業
界
の

「前
途
は
寒
心
に
絶
え
ざ

る
状
態
に
な
る
」
と
目
次
二
同
様
の
文
言
で
訴
え
て
い
る
。

同
　
　
　
　
一
一
月
　
　
　
日
本
木
蟻
工
連
事
務
所

（当
時
福
岡
市
）

を
農
林
省
山
林
局
林
政
課
内
に
移
す
。
本
省
と
の
連
絡
を
緊
密
に
す

る
こ
と
は
、
懸
案
た
る
木
蟻
業
界
の
明
朗
化

に
励
む
処
な
り
と
い

う
。
続

い
て
略
記
は
、
「
昭
和

一
六
年
度
ノ
木
蟷
業
界

ハ
日
本
木
蟻

工
連
ノ
組
織
的
発
展
ヲ
見
テ
所
属
組
合
ヲ
増
シ
タ
ル
ハ
木
蟷
界
ノ
統

制
強
化
ノ

一
歩
前
進
卜
見
ル
ベ
キ
モ
販
売
統
制
ノ
実
施
ナ
リ
、
只
公

定
価
格
ノ
発
表

二
依
り
価
格
ノ
統
制
実
現
セ
ル
ニ
過
ギ
ズ
、
此
ノ
間

検
査
ノ
励
行
ハ
依
然
厳
正

二
遂
行
サ
レ
製
品
ノ
向
上
ハ
等
級
ノ
簡
単

化
サ
ン
ル
迄
二
進
捗
セ
リ
」
と
報
告
し
て
い
る
。

昭
和

一
七
年
　
エハ
月
二
三
日
　
日
本
木
蟷
工
連

へ
大
分
県
、
宮
崎

県
、
山
口
県
の
各
木
蟷
工
業
組
合
の
新
加
入
を
承
認
。

同
　
　
　
　
一
一
月
二
七
日
　
島
根
県
木
蟷
工
業
組
合
の
新
加
入
承

認
。

昭
和

一
七
年
　
　
　
　
　
　
　
日
本
木
蟷
工
業
連
の
吉
村
郁
次
郎
、

木
蟷
製
造
工
場
建
設
に
つ
き
計
画
書
作
成

（総
工
費

一
三
六
、
三
〇

〇
円
）。
昭
和

一
七
年
度
の
日
本
木
蟷
工
連
は
、
木
蟷
原
料
及
び
木

蟷
生
産
並
び
に
組
合
員
の
最
善
の
努
力
を
致
す
。
本
省
指
導
下
に
同

一
一
月
統
制
委
員
会
を
組
織
し
、
統
制
業
務
を
着
手
す
る
。
な
お
、

業
界
の
懸
案
の
公
定
価
格
に
関
し
て
所
属
組
合

一
丸
と
な

っ
て
改
正

を
陳
情
す
る
と
し
た
年
度
報
告
を
出
し
て
い
る
。

昭
和

一
八
年
　
四
月
二
六
日
　
農
林
省
告
示
を
以
て
、
木
蟻
原
料
並



び
に
公
定
価
格
発
表
、
即
日
施
行
。

日
本
木
蟷
工
連
は
木
蟻
需
要
の
累
加
に
伴
い
本
省
要
項
に
基
づ
き

念
々
重
点
配
給
を
断
行
し
、
統
制
の
運
用
を
開
始
。

当
時
の
所
属
組
合
は
、
福
岡
、
佐
賀
、
伊
予
、
紀
州
、
長
崎
、
熊

本
、
鹿
児
島
、
大
分
、
宮
崎
、
島
根
、
福
井
、
山
口
の
合
計

一
二
の

工
業
組
合
、
さ
ら
に
鳥
取
、
京
都
も
実
質
的
に
は
加
入
、
名
実
と
も

に
全
国
的
統

一
が
計
ら
れ
国
体
と
な
る
。
各
組
合
員

へ
販
売
す
る
全

国

一
元
化
の
運
動
を
展
開
し
た
。

同
　
　
　
　
　
九
月
　
　
　
　
植
物
油
脂
製
造
業
整
備
に
関
す
る
本

省
の
通
牒
が
出
さ
れ
る
。
企
業
整
備
前
の
組
合
員
工
場
の
分
布

（生

蟷
工
場
）
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

福
井
五
、
京
都

一
、
和
歌
山

一
〇
、
鳥
取
五
、
島
根
五
、
山
口
五
、

愛
媛

一
〇
、
高
知

一
、
福
岡
三
五
、
佐
賀
九
、
長
崎

一
〇
、
熊
本

三
、
大
分
六
、
宮
崎
九
、
鹿
児
島
五
、
合
計

一
二
〇
。
機
械
能
力
は

櫨
実
約
六
、
○
○
○
万
斤
の
処
理
を
有
す
る
、
整
備
後
の
工
場
は
注

（・５
）
を
参
照
。

昭
和

一
八
年
度
の
木
蝿
業
界
は
、
「生
産
、
検
査
、
配
給
ノ

一
元
的

統
制
ノ
実
現
セ
リ
ト
雖
モ
時
局
急
変
移
行

ハ
必
然
的

二

（略
）
櫨
実

ノ
集
荷

ニ
ハ
影
響
ヲ
及
ビ
、
公
定
価
格
内
二
於
テ
ハ
到
底
集
荷
不
可

能
視
セ
ラ
ル
ゝ
状
況
ニ
ナ
リ
」
と
報
告
。

一
八
年
度

（
一
七
年
度
産
）
配
給
さ
れ
た
櫨
実
は
実
に
二
、
〇
九
五

万
斤
と
激
減
し
た
。
こ
れ
に
は
公
定
価
格
の
大
改
造
の
要
望
が
必
要

と
な
る
。
需
要
は
、
配
給
櫨
実
と
反
比
例
し
て

一
、
〇
二
〇
万
斤

（昭
和

一
八
年

一
二
月
末
）
に
及
ぶ
。
こ
れ
に
対
す
る
配
給
は
、
二
八

六
万
斤
で
あ
る
。
従

っ
て
、
得
意
先
の
用
途
は
既
往
の
用
途
を

一
変

さ
せ
、
時
局
軍
需
産
業
に
不
可
欠
の
資

材
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は

注
目
す
べ
き
傾
向
と
結
ん
で
い
る
。

昭
和

一
九
年
　
四
月
　
　
　
　
農
務
省
の
斡
旋
に
よ
り
日
本
木
蟷
工

連
と
東
京
外
、
三
木
蟷
卸
商
業
組
合
と
の
協
議
に
て
当
該
卸
商
業
組

合
は
解
散
す
る
こ
と
で
円
満
解
決
と
な

っ
た
。
日
本
木
蟷
工
連
は
商

工
法
に
よ
っ
て
改
組
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
を
機
会
に
、
従
来
の

商
組
の
取
扱
た
る
小
日
末
端
の
配
給
も
担
当
す
る
こ
と
に
な
る
。

昭
和

一
九
年
　
五
月
　
　
　
　
商
工
法
に
よ
り
日
本
木
蟷
工
連
を
解

散
、
同
時
に
日
本
木
蟷
統
制
組
合
を
創
立
す
る
。
五
月

一
二
日
設
立

認
可
、
現
役
員
左
の
如
し
。

「理
事
長
　
　
　
中
金
鍋
三

専
務
理
事
　
　
野
間
隆

一

常
務
理
事
　
　
士
口
原
郁
次
郎

理
　
事
　
　
　
田
北
不
嵯
人

理
　
事
　
　
　
古
閑
直
喜
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監
　
事
　
　
　
八
谷
弥
吉

監
　
事
　
　
　
山
本
富
治

外
評
議
員

一
三
名

一
、
事
務
所
　
　
福
岡
市

二
置
ク

総
務
部
、
業
務
部
、
技
術
部
ヲ
置
ク

総
務
部
二
庶
務
課
、
経
理
課
ヲ
置
ク

業
務
部
二
配
給
課
、
生
産
課
ヲ
置
ク

技
術
部
二
検
査
課
、
調
査
課
ヲ
置
ク

ニ
、
出
張
所
、
東
京
都
、
福
岡
県
、
佐
賀
県
、
熊
本
県
、
愛
媛
県
、

和
歌
山
県
二
置
ク

三
、
検
査
場
、
福
岡
県
、
佐
賀
県
、
熊
本
県
、
愛
媛
県
、
和
歌
山
県

二
置
ク

其
ノ
他

ハ
付
録
定
款
規
定
等
ヲ
参
照
ノ
コ
ト
」

昭
和

一
九
年
　
七
月
　
　
　
　
日
本
木
蟻
統
制
組
合
は
陸
海
軍
省
、

厚
生
省

へ
木
蟷
納
入
に
つ
き
、
農
務
省

の
斡
旋
に
よ
り
協
議
決
定

し
、
組
合
は
こ
れ
に
基
づ
き
軍
需
及
び
充
足
軍
需
、
及
び
医
療
用
を

優
先
配
給
の
方
針
と
し
て
、
配
給
統
制
業
務
を
再
出
発
さ
せ
た
。

昭
和

一
九
年
　
九
月

一
六
日
　
木
蟷
原
料
並
び
に
木
蟻
の
公
定
価
格

官
報
に
告
示
。　
一
八
年
度
産
の
櫨
実
に
つ
い
て
、
集
荷
団
体
、
生
産

業
者
は
、
採
算
不
能
の
声
が
高
く
、
出
荷
状
況
は
ま
た
不
調
、
再
び

前
途
憂
慮
と
な
っ
て
い
く
。

昭
和

一
九
年

一
〇
月

一
九
日
　
日
本
木
蟷
工
連
の
決
算
総
会
開
催
。

昭
和

一
九
年

一
〇
月
二
〇
日
　
日
本
木
蟷
統
制
組
合
臨
時
総
会
開

催
。
同
組
合
の
事
務
所
を
福
岡
市
に
置
く
こ
と
に
変
更
し
、
軍
部
其

の
他
の
要
請
に
応
じ
る
。
な
お
、
時
局
に
即
応
し
て
、
公
定
価
格
を

是
正
し
櫨
実
増
数
集
荷
を
計
る
。
同
時
に
、
軍
部
の
木
蟷
需
要
に
応

え
、
熱
心
な
陳
情
方
の
意
見
が
で
る
。
さ
ら
に
、
日
本
木
嘘
統
制
組

合
の
善
処
方
の
要
望
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
実
現
を
期
す
と
し
て
い

Ｚつ
。以

上
、
昭
和

一
六
年
二
月
か
ら

一
九
年

一
〇
月
ま
で
の
日
本
木
蟷

統
制
組
合
に
至
る
ま
で
の
略
記
を
補
足
し
て
紹
介
し
た
。

な
お
、
昭
和

一
五
年

一
二
月
に
は
、
福
岡
県
の
場
合
、
県
櫨
実
統

制
協
会
を
設
立
し
て
い
る
。
こ
の
協
会
は
、
県
木
蟷
工
業
組
合
及
び

県
櫨
実
増
殖
実
行
組
合
連
合
会
を
母
体
と
し
て
組
織
さ
れ
た
も
の
で

あ
っ
た
。

つ
ぎ
に
、
表
１
で
昭
和

一
六
年
か
ら
同

一
八
年
ま
で
の
三
ヶ
年
の

櫨
実
及
び
木
蟷
の
需
要
数
量
、
並
び
に
表
２
で
木
蟷
の
主
た
る
用
途

別
配
給
数
量
を
見
よ
う
。

表
２
で
報
告
さ
れ
て
い
る
の
は
、
主
に
戦
時
下
に
お
け
る
木
蟷
の

用
途
が
列
挙
さ
れ
、
そ
の
中
身
と
な
る
と
戦
争
に
使
う
火
薬

・
航
空



表 1 昭和16年、17年、18年度の櫨実及び木蟻の需要数量  (単位 :万斤)

年度

種 目

比ヨ不日16■F 昭和17年 昭和18年

需要量 供給量 需要量 供給量 需要量 供給量

櫨 実 3,900 3,035 4.500 2.399 6,000 2,095

木 蟻 765 1,020 286

用途別 主用途
昭和16年 昭和17年 昭和18年

生蟷 白蟷 生蟷 自蟻 生蟷 白蟻

軍  需

火薬/電波兵器/落下

傘/野戦蟷燭/船舶引
き上げ/兵器鋳型/航
空機/海底調査

蟻 燭 和蟻燭/防空/そ の他

繊維工業

防繊/繊布/テ ント/
帆布

0 0

染色/捺染 0 0 0

機械工業 鋳造用/発動機/その他 1 1 0 5

塗料用

特殊塗料/航空機塗料

/ロ ープ塗料/電気絶

縁塗料

1 5 2 0 1

磨蟻所/加工磨剤/光
学レンズ磨/靴クリーム

5 5 4 1

減磨/ス キーワックス

/ベルトワックス/代
用ベ ト/航空機用高度
ワックス

5 2 1

絵  具
鉛筆/ク レオン/印刷

インク

製 紙
謄写原紙/カ ーボン紙

/サイズ剤
0 5 0 3

防水脂
船舶引き上げ/杭水防
止/海底調査

3 1 3

化粧用 ポマード/チ ック/口紅 6 5

医薬用
外科軟膏絆創膏/細菌

培養/医学用模型
0 2

輸出用 セタン製造 0

その他 化学工業 l 3

/」  ヽ(言 ) | (合 )計 181 4 ・426 2 。165.5 。249.3

△
ロ 計 ・407.8

表 2

(出典):「櫨卜木蟻 (一号)」 39頁。

木嘘の主用途別配給数量 (単位 :万斤)

(出典)「櫨 卜木蟷 (一号)」 39～ 42頁。小計と合計も含めて 。印の数字が合っていない。両計とも、

最終の数字ではなく集計まぎわの数字の可能性が考えられ、・印の最終集計に費やす時間がなかっ

たのではないかなどが考えられよう。
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機

。
船
舶
引
揚

。
防
空

・
海
底
調
査
な
ど
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と

が
窺
え
、
そ
の
他
機
械
用
の
補
助
と
し
て
も
使
用
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
従
来
の
木
蟷
の
用
途
に
和
蠣
燭
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
こ
で
は
、
医
薬
用
と
し
て
の
木
蟻
が
重
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
わ

か
ろ
う
。

昭
和

一
五
年
以
降

の
櫨
実
及
び
木
蟷

の

（最
高
販
士τ

協
定
価

格
、
並
び
に
公
定
価
格
を
上
げ
よ
う
。

こ
の
数
字
は
、
昭
和

一
五
年
五
月

一
〇
日
の
福
岡
県
公
報
に
よ
る

告
示
で
あ
る
。

福
岡
県
櫨
実
及
木
蟷
ノ
協
定
最
高
販
売
価
格

一
、
櫨
実
　
（品
位
は
、
蟷
を
含
ん
だ
含
蟻
分
を
示
す
。
単
位

。
円
）

生
産
者
販
売
価
格

最
終
販
売
価
格

新
櫨
実

直
　
実

二
〇
％

二
五
％

三
〇
％

二
〇
％

二
五
％

三
〇
％

二
〇
％

二
五
％

三
〇
％

古
〃 〃 実 〃 〃

櫨

D il lt tI lt il tt n(-\

九
円

一
一
円
二
五
銭

一
三
円
五
〇
銭

九
円
四
〇
銭

一
一
円
七
五
銭

一
四
円

一
〇
銭

九
円
八
〇
銭

一
二
円
二
五
銭

一
四
円
七
〇
銭

九
円

一
五
銭

一
一
円
四
〇
銭

一
三
円
六
五
銭

九
円
五
五
銭

一
一
円
九
〇
銭

一
四
円
二
五
銭

九
円
九
五
銭

一
二
円
四
〇
銭

一
四
円
八
五
銭

（出
典
）
「櫨
卜
木
蟷

（
一
号
ご

四
六
頁
。

（出
典
）
前
掲
書
四
八
頁
。

こ
の
県
公
報
告
示
に
は
、
い
く
つ
か
の
規
則
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

三

、
櫨
実
で
は
、
品
位

（含
蟻
分
）

一
％
上
下
す
る
ご
と
に
、
生

産
者
販
売
価
格
は
新
実

一
〇
〇
斤
に
つ
き
四
五
銭
、
直
り
実
同
斤
に

つ
き
四
七
銭
、
古
実
同
斤
に
つ
き
四
九
銭
を
増
減
す
る
も
の
と
す

る
。
最
終
販
売
価
格
は
、
生
産
者
販
売
価
格

（正
味

一
〇
〇
斤
）
に

二
、
生
蟷

三
、
精
製
白
蟷

生
産
者
販
売
価
格

最
終
卸
売
価
格

一  特 特
特

外 等 等  上 上 外 等 等 等 等 等

六
二
円

六
〇
円

五
八
円

五
六
円

五
四
円

五
二
円

八
五
円

八
〇
円

七
八
円

七
六
円

七
〇
円

生
産
者
販
売
価
格

最
終
卸
売
価
格

六
三
円
八
六
銭

六

一
円
八
〇
銭

五
九
円
七
四
銭

五
七
円
六
八
銭

五
五
円
六
二
銭

五
三
円
五
六
銭

八
七
円
五
五
銭

八
二
円
四
〇
銭

八
〇
円
三
四
銭

七
八
円
二
八
銭

七
二
円

一
〇
銭

（出
典
）
前
掲
書
四
七
頁
。

六
六
円
九
六
銭

六
四
円
八
〇
銭

六
二
円
六
四
銭

六
〇
円
四
八
銭

五
八
円
三
二
銭

五
六
円

一
六
銭

九

一
円
八
〇
銭

八
六
円
四
〇
銭

八
四
円
二
四
銭

八
二
円
　
八
銭

七
五
円
六
〇
銭

2ク 0



一
五
銭
を
加
算
し
た
も
の
と
す
る
。
さ
ら
に
、
最
終
販
売
価
格
は
正

味

一
〇
〇
斤
入
俵
産
地
の
倉
庫
渡
し
と
す
る
。
な
お
、
新
櫨
実
と

は
、
前
年

一
二
月

一
日
～
二
月
二

一
日
ま
で
に
現
品
販
売
の
も
の
。

直
り
実
と
は
、
四
月

一
日
～
六
月
三
〇
日
ま
で
に
現
品
販
売

の
も

の
。
古
実
櫨
と
は
、
七
月

一
日
～

一
一
月
二
〇
日
ま
で
に
現
品
販
売

し
た
も
の
で
あ
る
。

」
因
み
に
二
、
生
蟷
、
三
、
精
製
自
蟷
に
つ
い

て
は
省
略
す
る
。

以
上
、
史
料
で
言
わ
れ
て
い
る
の
は
、
昭
和

一
五
年
の
福
岡
県
公

報
告
示
以
前
、
各
県
と
も
櫨
実

（
一
〇
〇
斤
）
実
績
の
九
円

一
八
銭

の
価
格
に
よ
っ
て
販
売
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
櫨
実
の
収
穫
は
各

県
と
も
競
争
し
な
が
ら
獲
得
し
て
い
る
。
そ
の
頃

一
部
の
仲
買
人
の

違
反
に
て
購
入
価
格
の
変
動
が
生
じ
た
の
も
こ
の
時
期
に
あ
た
る
。

同
告
示

（九
円

一
八
銭
以
下
）
以
後
は
、
福
岡
県
業
者
の
み
不
利
な

立
場
に
置
か
れ
た
。
そ
の
間
、
日
本
木
嘘
工
連
が
発
足
し
た
が
、
未

加
入
業
者
に
よ
っ
て
、
櫨
実

の
高
値
、
さ
ら
に
価
格
の
変
動
が
起

り
、
木
蟷
業
全
体
の
混
乱
を
招
い
た
時
期
と
い
え
る
。

昭
和

一
六
年
九
月
に
な
る
と
、
農
林
省
官
報
告
示
に
よ
り
公
定
価

格
が
発
表
さ
れ
、
全
国
的
価
格
統
制

へ
向
け
て
、
木
嘘
業
全
体
の
是

正

へ
と
進
ん
で
い
っ
た
の
で
あ
る
。

三
、

お
わ
り

に

こ
こ
で
は
、
戦
時
下
の

「櫨
卜
木
蟷

（
一
号
ご

（日
本
木
蟷
統
制

組
合
編
）
の
史
料
を
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
蟻
業
の
状
況
を

見
よ
う
と
し
た
最
初
の
作
業
で
あ
る
。

今
回
の
史
料
は
、
日
本
木
蟷
統
制
組
合
が
ま
と
め
た
報
告
書
で
あ

り
、
日
本
木
蟷
工
連
を
引
き
継

い
だ

（形
と
し
て
は
解
散
）
同
組
合

の
計
画
書
も
含
ま
れ
、
戦
時
下
の
組
合
の
予
想
し
た
概
算
額
が
最
大

値
に
示
さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
と
い
え
よ
う
。

先
に
述

べ
た
よ
う
に
、
木
蟷
業
は
、
明
治
期
か
ら
諸
々
の
製
品
改

良

（装
飾
加
工
）
策
を
試
み
て
い
る
が
、
そ
の
後
、
経
緯
を
ま
と
め

る
な
ら
ば
木
蟷
製
品

（搾
っ
た
蟷
を
重
さ
ご
と
に
型
枠
に
入
れ
る
、
又

は
晒
し
た
蟷
＝
非
装
飾
品
）
を
材
料
と
し
て
販
売
先

へ
出
荷
す
る
と

い
う
方
法
が
基
本
的
は
に
変
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
業

界
を
支
え
た
外
国
向
け
の
輸
出
製
品
に
関
し
て
も
同
様
で
あ
っ
た
の

で
あ
る
。

従

っ
て
日
中
戦
争
以
前
、
木
蟷
業
は
、
各
県
に
お
い
て
木
蟷
工
業

組
合
を
組
織
し
、
櫨
実
収
穫
、
製
蟷
作
業
の
改
善
や
機
械
化
を
促
進

し
な
が
ら
、
販
売
活
動
を
行

っ
て
き
た
経
緯
が
あ

っ
た
。

今
回
、
史
料
の
略
記
で
も
お
わ
か
り
の
よ
う
に
、
個
々
人
で
行

っ
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て
い
た
木
嘘
販
売
は
、
各
県
で
ま
と
ま
っ
た
工
業
組
合
と
し
て
木
嘘

業
者

（組
合
員
）
の
経
営
を
維
持
さ
せ
た
が
、
ま
だ
ま
だ
流
動
的
な

公
定
価
格
の
変
動
に
よ
り
危
機
的
状
況
に
曝
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
打

開
策
と
し
て
、
福
岡
県
、
佐
賀
県
、
愛
媛
県
の
本
蟷
工
業
組
合
が
全

国
組
織
と
し
て
の
日
本
木
蟷
工
連
を
発
足
さ
せ
、
四
年
後
に
は
加
盟

一
四
地
区
の
組
合
に
ま
で
拡
大
さ
せ
た
。
そ
れ
に
組
合
員
数
と
な
る

と
全
国
に
広
が
り
を
見
せ

一
二
〇
と
伸
び
た
の
で
あ
る
。

こ
の
日
本
木
蟻
工
連
の
主
な
目
的
は
、
品
質
向
上
と
全
国
の
統
制

販
売

一
元
化
と
い
え
る
が
、
ま
だ
未
加
入
業
者
の
無
謀
な
違
反
に

よ
っ
て
木
蟷
業
界
全
体
が
悩
ま
さ
れ
る
不
安
定
さ
が
あ

っ
た
。

こ
の
状
況
を
変
え
た
の
が
、
戦
時
下
の
経
済
統
制
で
あ

っ
た
。
同

木
蟷
工
連
で
は
、
こ
の
際
、
軍
部

へ
の
陳
情
を
強
化
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
よ
り
組
織
の
改
善
を
期
待
し
た
結
果
が
、
商
工
法
に
よ
る

改
組
を
機
会
と
し
た
同
会
の
解
散
で
あ
り
日
本
木
蟷
統
制
組
合
の
発

足
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
今
後
の
課
題
は
、
戦
時
下
に
お
け
る
木
蟷
業
の
研
究
を

進
め
、
改
め
て
今
回
の
史
料

（概
略
）
を
史
料
集
と
し
て
計
画
し
よ

う
と
思
う
も
の
で
あ
る
。

（１
）

近
世
後
期
か
ら
継
続
し
て
、
明
治

。
大
正

。
昭
和
と
全
国
木
蟷

生
産
高

一
位
を
し
め
た
。
し
か
し
、
昭
和
四
〇
～
五
〇
年
に
か
け

て
佐
賀
、
愛
媛
に
つ
い
で
、　
一
時
三
位
と
な
っ
た
が
、
現
在
再
び

一
位
と
な
っ
て
い
る
。
昭
和
五
年
の
生
産
額
と
全
国
順
位
を
見
る

な
ら
ば
、
工
芸
農
産
物
の
櫨
は
六
五
万
円
で
第

一
位
。
近
世
以
来

の
工
芸
農
産
物

・
菜
種
は
生
産
を
の
ば
す
が
、
櫨
栽
培
は
明
治
後

期
を
ピ
ー
ク
に
急
速
に
衰
退
し
た
。
櫨
収
穫
高
も
明
治
四

一
年

四
、
六
〇
〇
万
斤
あ
っ
た
の
が
、
大
正

一
〇
年

一
、
九
〇
〇
万
斤

に
急
減
し
て
い
る
。
「福
岡
県
史
』
通
史
編
近
代
産
業
経
済
０
。

そ
の
後
、
昭
和

一
〇
年
代
は
三
、
○
○
○
万
斤
が
大
き
な
目
標
と

な
っ
て
い
る
が
、
段
々
と
減
少
傾
向
と
な
っ
た
。

（２
）

明
治

一
三
年
福
岡
県

「秋
季
勧
業
大
集
会
決
議
録
」。
福
岡
県

立
図
書
館
所
蔵
。

（３
）

生
蟻

（し
ょ
う
ろ
う
、
或
い
は
き
ろ
う
）
と
は
、
櫨
実
か
ら
生

の
蟷
を
採
っ
た
製
品
を
い
う
。
従

っ
て
、
蟷
製
品
は
生
蟷
と
自
蟷

の
二
種
類
が
あ
る
。

（４
）

明
治

一
三
年
時
点
、
大
阪
蟷
間
屋
八
軒
中

（明
治
三
七
年
で
は

一
七
軒
）
の
一
家
。
大
阪
高
麗
橋
五
丁
目
居
住
。
昭
和

一
一
年

一

月
株
式
会
社
筑
三
商
会
を
設
立
。
目
的
は
木
蟻
製
造
加
工
販
売
及

輸
出
。
総
株
数
七
五
〇
〇
株
。
資
本
金

一
五
万
円
。
代
表
は
筑
紫

二
郎

（三
次
郎
の
子
力
）
と
な
っ
て
い
る
。
筑
三
商
会
は
兵
庫
県

神
戸
市
、
福
岡
県
久
留
米
市
に
支
店
を
出
し
て
い
る
。
な
お
、
金

沢
の
居
住
地
は
、
大
阪
の
上
町
紛
川
町
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
伝

習
中
の
こ
と
に
つ
い
て
、
伝
習
滞
阪
中
の
食
費
は
総
て
先
方

（大

阪
）
の
賄
い
と
す
る
。
ま
た
、
み
だ
り
に
他
出
す
る
こ
と
を
厳

禁
。
そ
れ
か
ら
、
教
師
の
意
に
背
く
べ
か
ら
ず
と
あ
る
。
木
蟷
の

伝
習
志
願
者
が
あ
る
と
き
は
、
本
県
庁

（福
岡
）
と
大
阪
府
庁
と
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の
手
を
経
て
紹
介
し
、
然
る
後
に
入
場
を
許
す
と
し
て
い
る

翁
前
掲
秋
季
勧
業
大
集
会
決
議
録
し
。

（５
）

明
治

一
四
年
～

一
七
年
の
福
岡
県

「勧
業
年
報
」
。
明
治

一
六

年
以
降
、
木
蟷
を
装
飾
加
工
し
て
間
屋
、
蟷
燭
屋

へ
送
っ
た
史
料

は
見
当
ら
な
い
。

（６
）

白
蟻

（は
く
ろ
う
）
と
は
、
精
製

（生
懸
を
水
や
天
日
で
干
し

て
自
く
す
る
。
或
い
は
、
灰
汁
を
入
れ
て
晒
し
た
も
の
）
し
た
製

口印
た
て
い
＞つ
。

（７
）

自
蟷
の
海
外
向
け
輸
出
は
、
明
治
三
十
年
末
か
ら
四
十
年
に
か

け
て
最
大
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
て
い
る
。

（８
）

真
崎
家
文
書
四
二

「
パ
ラ
フ
ィ
ン
、
ワ
ッ
ク
ス
及
び
ス
チ
ア
リ

ン
輸
入
税
率
改
正
ノ
義

二
付
請
願
」。
そ
の
他
、
清
国
木
蟻
、
ア

メ
リ
カ
パ
ラ
フ
ィ
ン
に
関
し
て
も
詳
細
な
資
料
を
作
成
し
、
国
に

嘆
願
し
て
い
る
。

（９
）

中
村
隆
英
編

「
日
本

の
経
済
発
展
と
在
来
産
業
」、
原
　
朗

「戦
時
統
制
経
済
の
開
始
」
『岩
波
講
座
日
本
歴
史
二
〇
近
代
七
』

所
収
、
中
村
隆
英

「戦
争
経
済
と
そ
の
崩
壊
」
『岩
波
講
座
日
本

歴
史
二
一
近
代
八
』
所
収
。

（１０
）

上
野
家
文
書
。
福
岡
県
朝
倉
市

（旧
甘
木
市
）
上
野
寿
三
氏
所

蔵
。
上
野
家
の
木
蟻
製
造

・
販
売
の
営
業
は
、
昭
和
四
六
年
ま
で

行

っ
た
が
、
以
後
廃
業
し
た
。
同
家
の
木
蟷
製
品
の
輸
出
先
は
、

外
国
で
は
主
に
ア
メ
リ
カ
が
中
心
で
あ
り
、
国
内
は
主
要
都
市

（大
阪
、
東
京
）
で
あ
っ
た
。
製
品
に
は
分

（ク
モ
カ
）
の
商
標

を
型
枠
に
つ
け
て

（重
さ
ご
と
に
区
別
）
出
荷
し
た
。

（ｎ
）

上
野
嘉
弥
太
は
、
明
治
二
九
年
朝
倉
郡
甘
木
町
生
ま
れ
。
大
正

三
年
以
降
、
家
業
の
木
蟷
製
造
業
、
質
商
を
営
ん
だ
。
昭
和

一
四

年
五
月
日
本
木
蟻
工
連
の
理
事
に
就
任
。
戦
後
昭
和
三
五
年
か
ら

四
二
年
ま
で
日
本
木
蟷
商
工
業
協
同
組
合
の
四
代
理
事
長
を
務
め

た
。

（‐２
）

明
治
三

一
年
二
月
、
福
岡
市
の
共
進
館
で
第
二
回
全
国
木
蟷
業

大
会
が
開
催
。
と
同
時
に
第

一
回
福
岡
県
内
製
蟷
櫨
実
品
評
会
が

催
さ
れ
た
が
、
生
蟷
二
等
賞

に
上
野
好
三
郎
が
入
賞
し
た
。
な

お
、
同
地
区
業
者
ら
の
中
に
、　
一
等
、
二
等
に
入
賞
す
る
ほ
ど
の

品
質
を
評
価
さ
れ
た
者
も
い
た
。
『甘
木
市
史
』
下
巻

一
七
〇
頁
。

（・３
）

上
野
家

の
木
蟷
輸
出
高
。
（年
）
大
正
九
年
、
（数
量
）
七
三

〇
、
三
〇
〇
斤
、
（金
高
）

一
二
七
、
二
四
五
円
、
昭
和
二
年
、

五
三
〇
、　
〓

一〇
斤
、
二
三
八
、
五
五
四
円
、
昭
和

一
一
年
、
五

六
、
五
四
七
把
、　
一
七
四
、
○
○
○
円
。

（・４
）

工
場
の
内
訳
は
、
櫨
実
処
理
工
場
、
水
圧
工
場
、
成
型
工
場
、

凌
出
工
場
、
粕
処
理
工
場
、
荷
造

工
場
、
製
品
倉
庫
、
原
料
倉

庫
、
事
務
所
、
研
究
所
、
成
型
工
場
、
加
工
工
場
、
機
関
室
、
倉

庫
、
車
庫
、
煙
突
出
入
口
窓
、
晒
場

（五
〇
〇
坪
）
。
工
場
設
備

費
は
、
六
六
三
、
○
○
○
円
。

（‐５
）

組
合
員

の
工
場
。
（福
岡
県
）
福
岡
県
木
蟷
工
業
有
限
会
社
、

野
田
製
蟷
有
限
会
社
、
合
資
会
社
武
田
商
店
、
清
水
屋
商
店
、
上

野
製
蟷
所
、
門
本
製
蟷
所
、
石
橋
製
蟷
所
、
栗
林
製
蟷
所
、
（企

業
合
同
の
上
会
社
設
立
準
備
中
）
（佐
賀
県
）
佐
賀
木
蟷
有
限
会

社
、
鷹
星
木
蟷
有
限
会
社
、
（長
崎
県
）
山
本
製
蟷
所
、
本
田
製

蟷
所
他
八
、

（熊
本
県
）
肥
後
製
蟷
株
式
会
社
、
（鹿
児
島
県
）
前

田
製
蟷
所
他
二
、
（宮
崎
県
）
宮
崎
木
蟻
有
限
会
社
、

（大
分
県
）
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向
井
採
蟻
所
他
二
、
（山
口
県
）
仲
子
製
蟷
所
、
（島
根
県
）
吉
田

製
蟻
所
他
二
、
（鳥
取
県
）
榎
本
製
蟷
所
他

一
、
（福
井
県
）
若
狭

販
売
組
合
連
合
会
、
（和
歌
山
県
）
紀
州
木
蟷
有
限
会
社
、
（愛
媛

県
）
愛
媛
製
蟻
組
合
、
喜
多
製
蟷
所
他
六
、
愛
媛
県
農
業
会
宮
内

壬
生
川
工
場
、
（京
都
）
真
下
製
蟷
所
、
（関
東
地
方
以
北
）
真
庭

誠

「東
京
都
本
郷
、
興
亜
漆
塗
料
有
限
会
社
」
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
ろ
う
。

な
お
、
機
械
台
数
は
最
大
三
〇
台

（水
圧
式
製
蟷
機
、
抽
出
式
製

蟻
機
）、
最
小

一
台
、
従
業
員
は
最
大
三
七
人
、
最
小
二
人
で

あ
っ
た
。
晒
は
、
「晒
場
有
り
」
と

「
な
し
」
が
あ
り
、
専
業
者

が
い
る
地
区
も
あ
っ
た
。

（補
足
）
木
蟷
ノ
流
通
過
程
と
統
制
を
見
よ
う
。
明
治
四
三
年
度
農
林

省
発
表
で
は
、
生
蟷

一
二
、　
一
三
ハ
、
三
〇
〇
斤
、
晒
蟷

一
八
、

三
八
六
、　
三
二
〇
斤
、
製
造
者
戸
数

一
、
七
九
二
戸
、
従
業
員
男

工
三
、
五
二
七
人
、
女
工
四
六
九
人
計
三
、
九
九
六
人
。
昭
和
初

め
の
頃
の
生
産
高
約
七
五
〇
万
斤
を
保
持
。
し
か
し
年
々
減
少
。

当
時
の
問
題
は

一
部
業
者
に
よ
る
他
の
油
脂
類
混
入
の
加
工
で

あ
っ
た
が
、
木
蟷
製
造
法
の
技
術
改
良
と
櫨
樹
改
良
も
大
き
な
課

題
で
あ
っ
た
。

◎
白
蟷
の
供
給
系
等

（輸
出
は
福
岡

・
愛
媛

・
佐
賀
県
産
、
国
内
は
愛

媛

・
和
歌
山

・
熊
本
県
産
。
系
統
は
、
生
産
者
か
ら
間
屋
、
輸
出
業

者
、
地
方
卸
商
、
消
費
者

へ
の
四
つ
に
分
か
れ
て
い
る
。
そ
の
中

に
、
仲
立
、
小
売
が
存
在
し
た
。
）

◎
輸
出
木
蟻
の
供
給
系
統

「愛
媛
県
産

福
岡
県
産

佐
賀
県
産

日
本
木
蟷
株
式
会
社

（旧
喜
多
組
）

／
１

三
井
物
産
株
式
会
社

〔付
記
〕

本
稿
を
作
成
す
る
に
際
し
て
、
朝
倉
市
の
上
野
寿
三
氏
、
福

岡
大
学
研
究
推
進
部
の
藤
本
俊
史
氏
に
貴
重
な
ご
教
示
を
賜
り
ま
し

た
。
末
筆
な
が
ら
こ
こ
に
記
し
、
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
ご
と
う
　
ま
さ
あ
き

。
福
岡
大
学
研
究
推
進
部
）
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『
正
誤
表
』 

 
①
二
一
一
頁 

 

下
段 

 

一
四
行
目 

【
誤
】
基
本
的
は
に 

 
 
 
 
 

【
正
】
基
本
的
に
は 

 

②
二
一
四
頁 

 
下
段 

 

最
終
行 

 

【
誤
】
福
岡
大
学
研
究
推
進
部 

 

【
正
】
福
岡
大
学
研
究
推
進
部
大
学
史
料
室 




